
　２０００年３月、ベルギー・ブルッセルで開催され

た ������（���������	�
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������）学会世界大会において、

�����������	�
������	����
��
�������������	

������������	
����������
というテーマで研究

発表を行った。学術交流を通して異文化間コミュ

ニケーションを体験する貴重な学会であった。ブ

ルッセル滞在中、ヨーロッパ連合（��）本部、

���������	�
������「教育・文化局」、ベルギー教

育省などを訪問し、��の言語教育に関する調査

研究、資料収集、デイスカッションの機会を得た。

��はミレニアムの重要な教育政策として、“����
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表し、２００１年を“��������	�
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２００１“：「ヨーロッパ言語年　２００１」と定めている。

　そのキーワードは四つ、�国境を越えて留学・

交流する��������の促進、�“��������	�
�”と

称せられる複数言語運用能力の育成と多文化理解、

���、情報通信技術�遠隔教育と生涯学習推進で

ある。

　そもそも、��統合の目的は、平和と繁栄であ

り、多民族・多文化・多言語の共生と発展である。

１９５２年、����（欧州石炭鉄鋼共同体）が、第一

次、第二次世界大戦への反省に立って結成された。

ヨーロッパの平和を維持するために、戦争に不可

欠な石炭と鉄鋼の生産を共同管理する共同体を発

足させたのである。１９７０年代には��：��������	

���������（欧州共同体）へと発展し、１９９１年に

は、マーストリヒト条約が締結されて、統合の

「拡大と深化」を視野に入れたヨーロッパ連合

（��：��������	
����）へと発展した。

��加盟国は、現在１５ヵ国であり、��の公用語

は、デンマーク語、オランダ語、英語、フィンラ

ンド語、フランス語、ドイツ語、ギリシャ語、イ

タリア語、ポルトガル語、スペイン語、スエーデ

ン語の１１カ国語である。

��の言語教育政策の理念は、「言語の多様性は

ヨーロッパの文化遺産である。すべての言語が平

等である。母語および��の言語教育の推進は政

治的・経済的な成功をもたらし、多様な言語の人々

との交流、異文化理解を促進し、偏見・レイシズ

ムを根絶するのに役立つ」とある。

「ヨーロッパ言語年２００１」の目的は、「１＋２」で

ある。すなわち、母国語を完全に習得し、プラス

他の言語を２カ国語習得することである。

「ソクラテス」（��������）：総合的教育計画、「リ

ンガ」（������）：外国語教育計画に基づいて、小

学校から、「１＋２」の複数言語の早期学習が推進

されている。

「エラスムス」（�������）計画は、高等教育部門・

大学生および研究者の交流推進計画であり、単位

互換制、授業料免除のシステムのもと、マルチ・

リンガルのヨーロッパ市民の育成を目指して実践

されている。ちなみに、エラスムスはオランダの

生んだルネサンス期最大の思想家である。ヨー

ロッパ各地を広く歴訪して学問を修め、思索を深

め、封建社会の下で理性に基づく自由な精神文化
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の確立に大きな足跡を残した。ヨーロッパ各地の

文化人と交流し、その思想を開花させたエラスム

スの名にちなんで命名された「エラスムス」計画

は、彼の偉業にならって、ヨーロッパ各地の大学

など高等教育研究機関が自由に交流する「ヨー

ロッパ学生交流計画」が、その中心的活動である。

したがって、「エラスムス」の正式名は��������	
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である。

　２００１年３月、オランダ・アムステルダムの小・中・

高・大学、計８校を訪れた。最初の訪問は、�������

小学校の５年生のクラス。�������������	の授業で

あった。子どもたちは、洋の東西を問わず、かわ

いい。２３名全員が、明るく活発に、英語コミュニ

ケーション活動を展開していた。オランダの公用

語は、オランダ語（９０％）フリーズランド語（１０％）

で、学校教育の使用言語は、オランダ語である。

英語は、公用語ではない。しかし、オランダの生徒・

学生は、学校生活で英語を話し、能力も高い。言

語政策として、英語の開始年齢は、小学校の最終

２学年、すなわち、１０歳から外国語としての英語

が必修科目となっている。

　�����������	
中学校１年生のクラスでは、英

語でプレゼンテーションをしていた。積極的に、

クラスの前へ出て、一人、または、ペア・ワーク

で声高らかに、発表する姿が微笑ましく感動的で

あった。中学校では、英語ともう１か国語が、必

修科目。１年間の学習時間は、オランダ語１６０時間、

英語１３３時間、フランス語またはドイツ語５３時間。

授業と宿題で１年間に、１��６００時間。宿題が、各

地域により義務付けられている。外国語教育の教

育目標として、学習スキルの指導、実践的なコミュ

ニケーションの指導に重点がおかれている。

　外国語教育の成果は、小・中・高・大学におい

て、各々到達目標の設定がなされ、卒業年度にお

ける到達度テストによって、その成果が示される。

また、���（国際教育到達度評価学会）による国

際比較の評価調査・報告が行われている。

　アムステルダム大学では、学生たちは、各自の

ホームページを作成しており、その�������に

��������	
�������	��������（���）が導入され

ている。このポートフォリオは、「ヨーロッパ言語

年　２００１」に示されている語学学習の水準に向け

ての自己評価記録である。�����������		
��（学

生の語学パスポート）、���������	
���
�����（語

学学習の到達度テストなど）、����������	
����

���（言語学習歴）の３部からなっている。�����

などの外国語検定資格や、交換留学プログラムへ

の参加、文通経験、外国語話者の訪問受け入れ体

験、異文化交流体験などが記載されている。例え

ば、“����������	�
���”��“�����������	
”��“��

��������������	
”など、具体的である。学生個

人情報をどこまで公開できるのか、質問したとこ

ろ、「外部に向けて発信できることが自分を見直す

きっかけになる」、「インターネット上のホーム

ページでオープンにすることで、地域社会の人々

とも相互意見交換ができるのが役立つ」と語って

いた。情報化時代の開かれた自己評価、自己��

の実態に接し、感動を禁じえなかった。

　最後に、「ヨーロッパ言語年２００１」の合言葉を紹

介しよう。
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　ロンドンの地下鉄は楽しい。などと言うと、車

内は狭く汚いし冷房もないし運賃は高いし電車は

時間通りに来ないし突然何の前触れもなく駅が閉

鎖されるし長いエスカレイターはよく止まるので

歩いて上り下りすることを余儀なくされるし縦ん

ば動いていたとしてもエスカレイターのステップ
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